
§１１ 酸・塩基の反応

Ｐ oint.２９ 酸・塩基

ブレンステッドの酸・塩基

酸 水素イオンを 出す 物質

塩基 水素イオンを 受け取る 物質

ＮＨ３ ＋ Ｈ２Ｏ → ＮＨ４
＋ ＋ ＯＨ－

塩基 酸 酸 塩基

酸・塩基の性質

酸 塩基

①リトマス紙 青色→赤色 赤色→青色

②ﾌｪﾉｰﾙﾌﾀﾚｲﾝ溶液 無色 赤色

③ＢＴＢ液 緑色→黄色 緑色→青色

④メチルオレンジ 赤色 黄色

⑤金属と反応 水素発生 水素発生

⑥味 すっぱい にがい

⑦水溶液中に Ｈ＋ ＯＨ－

存在するイオン 水素イオン 水酸化物イオン

酸・塩基の分類

酸 塩基

①価数による分類

１価 ＨＣｌ･ＣＨ３ＣＯＯＨ ＮａＯＨ･ＫＯＨ･ＮＨ３

２価 Ｈ２ＳＯ４･(ＣＯＯＨ)２ Ｃａ(ＯＨ)２

３価 Ｈ３ＰＯ４ Ａｌ(ＯＨ)３

②電離度による分類

強酸・強塩基 ＨＣｌ･Ｈ２ＳＯ４･ＨＮＯ３ １・２族の水酸化物

弱酸・弱塩基 Ｍｇ(ＯＨ)２

Ｐ oint.３０ 中和反応

酸 ＋ 塩基 → 塩 ＋ 水

塩酸と水酸化ナトリウムの反応

ＨＣｌ＋ＮａＯＨ →ＮａＣｌ ＋Ｈ２Ｏ

硫酸と水酸化カリウムの反応

Ｈ２ＳＯ４＋２ＫＯＨ → Ｋ２ＳＯ４＋２Ｈ２Ｏ

硝酸と水酸化カルシウムの反応

２ＨＮＯ３＋Ｃａ(ＯＨ)２ → Ｃａ(ＮＯ３)２＋２Ｈ２Ｏ

リン酸と水酸化バリウムの反応

２Ｈ３ＰＯ４ ＋３Ｂａ(ＯＨ)２ → Ｂａ３(ＰＯ４)２ ＋３Ｈ２Ｏ

★☆ ＨＣｌ ＋ ＮＨ３ → ＮＨ４Ｃｌ
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中和滴定

酸の価数×酸のモル数 ＝塩基の価数 ×塩基のモル数

ｎｖ ｎ’ｖ’

ａ × ＝ ｂ ×

１０００ １０００

①ｎ mol / L 、ｖ m L 中のモル数 ｎｖ

１０００

②ｗｇのモル数 ｗ

Ｍ

③Ｖ L のモル数 Ｖ

２２．４

測定器具

メスフラスコ ホールピッペット ビュレット

使用法

洗浄後ぬれたまま使用する器具 メスフラスコ・三角フラスコ（また

はコニカルビ－カ－）

洗浄後使用する液で洗って使用 ホ－ルピッペット・ビュレット

指示薬

強酸 と 強塩基 メチルオレンジ

強酸 と 弱塩基

強酸 と 強塩基 フェノ－ルフタレイン

弱酸 と 強塩基
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